
掲載内容

❸ 令和3年度 事業報告と決算報告
❹ 令和4年度 事業計画と収支予算
10 NOSAIからのお知らせ
 園芸施設共済・農機具損害共済・収入保険
13 人事異動

第6回
通常総代会開催

とれたて新鮮なセルリーに
味噌をつけて召し上がれ。
葉っぱのかき揚げもおいしいですよ!

2022 夏号 No.21

※一時的にマスクを外して撮影をしております。
※店舗や施設を訪問される場合は感染症予防にお気をつけください。
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損
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Ａ
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Ｏ
Ｓ
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Ｏ
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Ａ
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Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

千
曲
市	

栁
原 

正
紀

	

前
Ｎ
Ｏ
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Ａ
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長

国等への保険料 382,167,073

5,792,527,231

掛金・交付金 2,090,353,536

保険金 561,912,352
家畜診療の収入 143,738,846

その他事業収入
1,176,531,581

国等からの受取補助金 
1,152,741,457

賦課金 116,957,696
その他業務収入 550,291,763当期剰余金 280,016,472

組合運営費 2,222,782,541

その他事業支出
909,026,788

家畜診療所運営費
230,268,247

支払共済金(農機具共済満期金含む)
1,768,266,110

《費用》
合計
《収益》

（単位：円）

農業共済　総共済金額（補償額）1兆2,962億円
収入保険　2,529経営体　補償額 377億円

令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に

令
和
４
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
４
年
６
月
23
日
、
長
野
市「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
会
館
」で
第
６
回
通
常
総
代
会
を
ウ
ェ
ブ

会
議
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
７
人
中
、
本
人
出
席
11
人
、
書
面
出
席
１
８
３
人
、
合
計
１
９
４
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
長
野
市
の
三
澤
敏
雄
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し
た
12
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議

し
て
い
た
だ
き
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
理
事
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案	

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
剰
余

金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案	

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案

に
つ
い
て

第
３
号
議
案	

令
和
４
年
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案	

役
員
、
顧
問
弁
護
士
、
損
害
評
価
会
委
員
、

損
害
評
価
員
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
報
酬

に
つ
い
て

第
５
号
議
案	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

第
６
号
議
案	

余
裕
金
預
け
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

第
７
号
議
案	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ

い
て

第
８
号
議
案	

理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

第
９
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

第
10
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ

い
て

第
11
号
議
案	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

第
12
号
議
案	

事
業
実
施
体
制
改
善
計
画
の
事
業
実
施
体

制
（
支
所
）
に
つ
い
て

付
帯
決
議

令
和
４
年
度

長
野
県
農
業
共
済
組
合

役
員
等
表
彰（
敬
称
略
）

　
農
業
保
険
事
業
の
普
及
、
事

業
推
進
等
に
関
し
て
長
年
に
亘

り
尽
力
さ
れ
、
本
年
度
組
合
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

理
事（
上
松
町
）

大
屋 

誠

新
役
員
紹
介

共済目的 引受数量 共済金額（千円） 農家負担掛金（円） 支払共済金（円）

制　
度

農 作 物 22,690ha 19,159,341 19,055,539 98,566,669
家 畜 67,858頭 9,761,058 271,739,442 614,541,506
果 樹 1,586ha 5,737,704 129,015,534 675,256,255

畑作物 大豆 そば 1,685ha 474,988 10,429,723 35,755,347蚕 繭 56箱
園 芸 施 設 16,734棟 13,375,023 97,061,324 35,135,334
小 計 ― 48,508,114 527,301,562 1,459,255,111

任　
意

建 物 103,522棟 1,232,563,100 660,529,962 236,031,478

農機具 損 害 6,041台 14,663,660 42,839,260 32,065,329
更 新 167台 417,520 67,790,556 471,627

保管中農産物補償 20口 20,000 74,200 0
小 計 ― 1,247,664,280 771,233,978 268,568,434
合　　　　計 ― 1,296,172,394 1,298,535,540 1,727,823,545

収入保険 加入経営体数 補償額（千円） 保険金額（千円） 補塡対象金額（千円）

合　　計 2,529件 37,724,559 33,666,090 4,058,469

令
和
３
年
度 

事
業
報
告
と
決
算
報
告

　
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
す
べ
て

の
農
業
者
へ
「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
べ
く
事
業
推
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
園
芸
施
設
共

済
と
収
入
保
険
を
重
点
事
業
と
し
、
目
標

達
成
の
た
め
に
支
所
間
に
お
け
る
進
捗
状

況
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
農
業
共
済
事
業
の
総
共

済
金
額
は
１
兆
２
９
６
２
億
円
（
前
年
比

97
・
３
％
）、
収
入
保
険
事
業
は
、
２
５
２

９
経
営
体（
前
年
比
１
５
２
・
０
％
）、
補

償
額
３
７
７
億
２
４
５
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
被
害
関
係
で
は
、
県
内
全
域
で
発
生
し

た
春
先
の
凍
霜
害
で
、
果
樹
・
桑
園
に
甚

大
な
損
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水

稲
で
は
出
穂
期
の
低
温
に
よ
り
、
全
域
で

い
も
ち
病
が
多
発
し
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に

努
め
、
任
意
共
済
を
除
く
支
払
共
済
金
は

14
億
５
９
２
６
万
円
（
前
年
比
１
７
５
・

１
％
）、
任
意
共
済
を
含
め
た
支
払
共
済

金
総
額
は
17
億
２
７
８
２
万
円
（
前
年
比

１
２
０
・
１
％
（
農
機
具
更
新
共
済
満
期

除
く
））
と
な
り
ま
し
た
。

令和３年度 事業報告

収益と事業の状況（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

※保険金額は保険方式部分、補塡対象金額は積立方式部分

あいさつする羽田組合長三澤敏雄議長
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R e p o r t

《支出》

2,385,416
合計

《収入》

（単位：千円）

その他の支出 134,663

損害防止費 46,444
引当金繰入 6

損害評価費 33,472
施設費（光熱・リース料・保守・維持費等） 210,143

普及推進費（事業奨励・広報） 129,266
業務費（報酬・システム委託等） 163,845

事務費（通信・印刷・消耗品等） 146,258

人件費 1,521,319

その他の収入 18,646

事業勘定受入（任意共済事務費）
433,133

業務雑収入（賃貸収入等） 35,286
引当金戻入 372,168

受取利息 205,124

収入保険受託収入 119,000

賦課金 97,341

受取補助金（事務費・奨励補助金）
1,104,718

前年度繰越金 0

　

組
合
は
、
特
定
組
合
化
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
事
業
実

施
体
制
改
善
計
画
は
目
標
達
成
年
度
を
迎

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
農
業
保
険

法
の
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
、
組
合
は
新

た
な
展
開
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
国
内
市
場

の
縮
小
や
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
に
直

面
し
、
農
業
経
営
は
、
相
次
ぐ
自
然
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
収
入
保
険
は
、

自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
の
み
な
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
販
売
収
入
の
減
少

も
補
償
対
象
と
し
、
農
業
経
営
の
継
続
を

強
く
支
援
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
つ
な
ぎ

融
資
に
よ
る
迅
速
な
資
金
対
応
は
農
業
者

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
年
以
上
の
実
績
を
有
す
る
農

業
共
済
は
、
凍
霜
害
や
病
虫
害
、
集
中
豪

雨
等
が
相
次
ぐ
中
、
共
済
金
の
早
期
支
払

い
や
損
害
防
止
活
動
に
よ
り
、
農
業
経
営

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
保
険
に
つ
い
て
は
、
第
５
次
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

農
業
経
営
安
定
化
の
有
効
な
手
段
と
位
置

づ
け
ら
れ
、
そ
の
普
及
促
進
・
加
入
拡
大

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
保
険
料
・
掛
金
等
助
成
や

補
助
・
融
資
事
業
に
お
け
る
加
入
要
件
化

等
が
措
置
さ
れ
、
農
政
を
挙
げ
た
加
入
促

進
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
組
合
は
、
農
業
保
険

の
実
施
団
体
と
し
て
引
き
続
き
「
安
心
の

未
来
」
拡
充
運
動
を
展
開
し
、
無
保
険
者

を
出
さ
ず
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
た
め
、
次
の
事

項
に
組
織
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
む
も

の
と
し
ま
す
。

　
⑴	

農
業
共
済
事
業
の
推
進

　
⑵	

収
入
保
険
事
業
の
推
進

　
⑶	

損
害
評
価
等
の
適
正
化

　
⑷	

家
畜
診
療
所
の
体
制
整
備

　
⑸	

損
害
防
止
活
動
の
展
開

　
⑹	

農
業
共
済
ニ
ー
ズ
の
調
査
・
把
握
・

	

実
施
検
討

　
⑺	

普
及
広
報
活
動
の
展
開

　
⑻	

組
織
体
制
の
強
化
と
整
備

県
域
組
合
と
し
て
の
特
定
組
合
化
か
ら
５
年
が
経
過

す
べ
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

令和4年度 事業計画と収支予算

令和４年度 業務収支予算
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

収入保険 経営体数（件） 個人（件） 法人（件）

合　　計 3,500 3,277 223

農作物
水 稲 ａ 1,917,122 18,720,723

麦 ａ 152,855 445,173
合 計 ａ 2,069,977 19,165,896

家畜

死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 11,823 2,658,578
繁殖用雌牛 頭 2,528 763,778
育 成 乳 牛 頭 5,825 1,053,704
育成肥育牛 頭 16,274 4,477,301
繁殖用雌馬 頭 28 3,689
育成肥育馬 頭 10 2,217
種 豚 頭 1,308 30,521
肉 豚 頭 2,800 18,200
種 雄 牛 頭 6 4,055
種 雄 馬 頭 4 714
小 計 頭 40,606 9,012,757

疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 12,382 239,123
肉 用 牛 頭 12,084 83,138
一 般 馬 頭 36 237
種 豚 頭 75 500
種 雄 牛 頭 4 369
種 雄 馬 頭 4 42
小 計 頭 24,585 323,410

合 計 頭 65,191 9,336,166

果樹

り ん ご a 99,585 2,849,879
ぶ ど う a 14,171 766,419
な し a 9,042 435,800
も も a 4,759 177,677
か き a 1,985 25,444
す も も a 986 55,547
合 計 a 130,528 4,310,766

畑作物

大 豆 ａ 113,832 408,523
そ ば ａ 42,527 95,403

蚕　
　
繭

春 蚕 繭 箱 22.50 1,656
初 秋 蚕 繭 箱 14.50 794
晩 秋 蚕 繭 箱 20.53 1,235
小 計 箱 57.53 3,685

合 　 　 計 — 507,611

園芸
施設

ガ ラ ス 室 Ⅱ類 棟 192 1,013,538

プラスチック
ハ ウ ス

Ⅰ類 棟 2 10,898
Ⅱ類 棟 17,054 7,874,038
Ⅲ類 棟 282 841,662

Ⅳ類
甲 棟 231 927,979
乙 棟 233 1,241,384

Ⅴ類 棟 170 518,037
Ⅵ類 棟 1,179 655,161

合 計 棟 19,343 13,082,697

建　物
総 合 共 済 棟 15,739 146,877,246
火 災 共 済 棟 85,715 1,061,034,593
小 　 　 計 棟 101,454 1,207,911,839

農機具
損 害 共 済 台 6,342 15,396,847
更 新 共 済 台 164 421,260
小 　 　 計 台 6,506 15,818,107

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 口 20 20,000

総 合 計 — 1,270,153,082

任 意 共 済 合 計 — 1,223,749,946

制 度 共 済 合 計 — 46,403,136
（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。

共済目的等 引受計画 共済金額（千円） 共済目的等 引受計画 共済金額（千円）

（2） 任意共済事業の引受計画
共済目的等 引受計画 共済金額（千円）

（1） 制度共済事業の引受計画
1. 農業共済事業

2. 収入保険事業

令和４年度事業計画（引受計画と補償額）

収入保険の引受計画

令和4年度目標 農業共済事業	 1兆2,701億円
収入保険事業	 3,500経営体
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小
諸
市
で
り
ん
ご
を
２
４
０
㌃

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
13
年
前
に
10
年
間
の
会
社
勤
め

を
経
て
、
か
ね
て
よ
り
決
め
て
い

た
家
業
の
り
ん
ご
栽
培
を
継
ぎ
ま

し
た
。

　
大
量
生
産
よ
り
も
品
質
に
比
重

を
置
い
た
栽
培
を
心
が
け
な
が
ら
、

秋
ご
ろ
か
ら
冬
に
か
け
て
の
数
カ

月
間
お
客
様
に
り
ん
ご
を
切
れ
目

な
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
長
野
県
独
自
の
品
種
を
メ

イ
ン
と
し
た
18
種
類
の
品
種
を
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
栽
培
を
し
て
い

ま
す
。

　
果
樹
の
栽
培
は
冬
季
の
剪
定
か

ら
収
穫
ま
で
の
１
年
間
休
ま
る
期

間
は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
自
分

の
育
て
た
り
ん
ご
に
愛
着
を
持
ち

な
が
ら
作
業
を
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
数
年
続
け
て
霜
や
台
風
、

降
雹
等
大
き
な
気
象
災
害
に
も
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
頼
り
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
楽
し

み
つ
つ
、
近
年
の
異
常
気
象
等
も

踏
ま
え
て
、
環
境
の
変
化
を
見
据

え
た
品
種
の
選
定
や
栽
培
管
理
を

行
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
に
父
親
か
ら
経
営

を
引
継
ぎ
、
現
在
は
１
３
０
㌃
で

15
品
種
の
り
ん
ご
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
農
業
の
カ
タ
チ
を
考
え

る
中
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力
を
最
大
限

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
ラ

イ
ブ
配
信
で
り
ん
ご
作
り
の
様
子

や
主
婦
の
目
線
か
ら
り
ん
ご
を
使

っ
た
料
理
の
紹
介
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
長

野
県
産
の
り
ん
ご
を
全
国
の
人
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
お
客
様
と

直
接
や
り
と
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
そ
れ
が
や
り

が
い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
も
生
産
者
の
顔
や
栽

培
の
様
子
が
見
え
る
の
で
安

心
し
て
り
ん
ご
を
買
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
春
先
の
凍
霜
害
の
影
響

で
サ
ビ
果
が
多
く
出
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
取
り
組
み
で
、廃
棄

さ
れ
て
し
ま
う
り
ん
ご
を
使
っ
た

カ
レ
ー
を
ラ
イ
ブ
配
信
で
つ
な
が

っ
た
仲
間
の
農
家
さ
ん
と
一
緒
に

開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

と
お
客
様
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お
い
し
い

り
ん
ご
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

大
町
市
で
水
稲
を
中
心
に
65
・

3
㌶
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
父
が
農
業
に
携
わ
る
姿
を
見
て

興
味
を
持
ち
、
農
業
機
械
に
惹
か

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
10
年
前
に

会
社
を
辞
め
て
就
農
し
ま
し
た
。

最
初
は
父
と
２
人
で
し
た
が
、
事

業
の
拡
大
に
伴
い
法
人
化
し
、
同

級
生
も
誘
っ
て
現
在

は
５
人
体
制
で
働
い

て
い
ま
す
。

　
水
稲
に
は
特
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
積
極

的
な
活
用
を
検
討
し
、

ド
ロ
ー
ン
や
最
新
の

農
機
を
使
っ
て
効
率

的
な
生
産
工
程
で
、

よ
り
良
質
な
米
を
生

産
で
き
る
よ
う
に

日
々
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
新

た
な
需
要
を
見
越
し

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
台
湾
へ
の
輸
出
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、

米
粉
等
の
加
工
販
売

も
視
野
に
入
れ
て
販

路
拡
大
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
取
り
組
む
上
で
苦
労
や

手
間
を
感
じ
る
こ
と
も
当
然
あ
り

ま
す
。
し
か
し
自
分
で
作
っ
た
新

米
を
食
べ
た
と
き
は
、
日
々
の
工

夫
の
成
果
が
味
に
出
て
い
る
の
が

わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
感
じ
ま
す
。

大町市

小諸市駒ヶ根市

環境の変化を見据えた栽培管理を

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
平
出　

取
締
役  

平ひ
ら
い
で出 

竜た
つ
や也

さ
ん（
33
歳
）

長
井
農
園

長な
が
い井 

邦く
に
よ
し義

さ
ん（
46
歳
）

北き
た
は
ら原 

幸さ
ち
え恵

さ
ん（
43
歳
）

～農業者からのメッセージ～

新しい農業のカタチを目指して

中央が平出さん。信頼できる仲間と美味しいお米を育てます

今年も新しいことに挑戦したいです

ライブ配信の様子

試行錯誤で販路拡大

１本１本、丁寧に作業中

18種類の品種を栽培しています

　
実
家
が
農
家
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
14
年
前
に
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
株
式
会
社
ハ
イ
ハ
ー
バ
ー

を
立
ち
上
げ
、
私
を
含
め
４
人
で
、

白
ネ
ギ
を
春
作
で
１
・
２
㌶
、
秋

冬
作
で
３
・
６
㌶
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
な
る
べ
く
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
を
減
ら
し
、
自
分
達
の

手
で
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
作

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
の
情
報
は
あ

ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
目
の
前
の
現

実
に
対
し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
広
く
浅
い
視
野
で
は
な
く
身

近
な
も
の
を
大
切
に
す
る
細
か
な

目
線
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係

が
大
切
と
考
え
、
そ
う
し
た
つ
な

が
り
か
ら
自
ら
栽
培
し
た
ネ
ギ
の

販
売
先
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
今
後
は
ネ
ギ
だ
け
で
な
く

他
の
品
目
に
も
取
り
組
ん
で
み
た

い
と
考
え
て
い
て
、
ま
す
ま
す
農

業
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、

努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

松本市

株
式
会
社
ハ
イ
ハ
ー
バ
ー　

代
表
取
締
役  

輿こ
し 

朋と
も
ひ
ろ博

さ
ん（
36
歳
）

人との信頼関係を大切に

こだわり栽培の白ネギ畑

ほ場の前で笑顔の輿さん
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麻
績
村
市い

ち
の
か
わ

野
川
地
区
で
の
農
業

体
験
受
け
入
れ
が
き
っ
か
け
で
、

兼
業
農
家
の
仲
間
４
人
が
集
ま
り

「
都
会
の
楽
し
み
を
田
舎
の
力
に

す
る
」
を
合
言
葉
に
、
麻
績
村
に

「
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
遊
休
耕
地
の
有
効
利
用
と
抑
制

を
目
標
に
掲
げ
、
農
業
収
入
だ
け

に
頼
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
有
機
肥
料
、
農

薬
不
使
用
で
の
栽
培
や
、
村
内
の

飲
食
店
や
団
体
と
連
携
し
、
私
た

ち
が
栽
培
し
た
も
ち
性
の
六
条
大

麦「
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
イ
バ
ー
」を
使

っ
た
「
お
や
き
」
や
「
も
ち
麦
粉
」、

「
ケ
ー
キ
」な
ど
で
地
産
地
消
へ
の

取
り
組
み
も
行
い
、
学
校
給
食
へ

の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
麦
茶
」
や「
ポ
ン
菓

子
」
な
ど
の
加
工
品
に
取
り
組
み
、

商
工
会
や
Ｊ
Ａ
、
大
学
等
と
連
携

し
、
村
内
で
認
知
し
て
も
ら
い
、

特
産
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
も
ち
麦
を
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
と

し
て
、
遊
休
耕
地
の
解
消
に
協
力

し
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
実

績
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、
最

終
的
に
は
農
地
を
集
積
し
、
米
や

も
ち
麦
等
、
圃
場
環
境
に
よ
り
栽

培
す
る
作
物
を
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
近
年
、
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
激
し
い
降

雨
に
よ
る
ほ
場
の
冠
水
が
水
田
転
換
畑
で
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
な
ど
、
野
菜
栽
培
に
お
い

て
湿
害
に
よ
る
減
収
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
水
田
転
換
畑
で
野
菜
を
栽
培
す
る
場
合
、

水
稲
栽
培
時
と
大
き
く
異
な
る
土
壌
特
性
が

求
め
ら
れ
、耕
盤（
す
き
床
層
）が
残
っ
た
ま

ま
で
は
、
地
下
排
水
が
不
良
で
野
菜
の
根
域

が
過
湿
と
な
り
健
全
な
生
育
は
望
め
ま
せ
ん
。

野
菜
花
き
試
験
場
で
は
、
水
田
転
換
し
た
ほ

場
の
特
徴
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
付
け
す
る

場
合
の
排
水
性
改
善
対
策
の
手
順
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
（
令
和
３
年
度
普
及
に
移
す
農

業
技
術
）
の
で
、
以
下
紹
介
し
ま
す
。

　
水
田
転
換
畑
で
野
菜
を
作
付
け
す
る
場
合

に
、
ま
ず
ほ
場
の
状
態
、
特
に
耕
盤
（
す
き

床
）
の
発
達
程
度
や
下
層
土
壌
の
状
態
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
調
査
の
結
果
、

県
内
の
水
田
転
換
畑
の
下
層
の
状
態
は
概
ね

４
つ
の
タ
イ
プ
に
類
型
化
さ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　
排
水
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
田
機
能
を
維
持
す

る
か
し
な
い
か
に
よ
っ
て
導
入
す
べ
き
対
策

が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
場

の
特
徴
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
効
果
的

な
対
応
策
を
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
地
下
排
水
と
比
べ
表
面

排
水
の
排
水
効
率
が
高
い
の
で
、
額
縁
明
渠

を
設
置
し
て
表
面
に
溜
ま
っ
た
水
を
速
や
か

に
ほ
場
外
に
排
水
す
る
こ
と
は
排
水
対
策
の

基
本
で
す
。

　
詳
細
は
以
下
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.agries-nagano.jp/

　

w
p/w

p-content/uploads/2022/

　

04/2021-2-g23.pdf

　
こ
の
度
、
長
野
県
で
は
「
特
殊
詐
欺
」

の
名
称
を「
電
話
で
お
金
詐
欺
」に
改
め

て
注
意
喚
起
を
始
め
ま
し
た
。

　
特
殊
詐
欺
の
ほ
と
ん
ど
が
電
話
を
利

用
し
て
金
銭
を
要
求
す
る
手
口
な
の
で
、

名
称
自
体
か
ら
直
感
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
令
和
３
年
中
に
は
、
97
％
の
被
害
者

が「
電
話
」を
連
絡
手
段
と
し
て
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
も
犯
人
は
現

金
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ

ー
な
ど
の「
お
金
」を
要
求
し
て
き
ま
す
。

　
「
電
話
で
お
金
詐
欺
」の
名
称
で
一
人

で
も
多
く
の
方
が
詐
欺
に
気
付
き
、
被

害
を
予
防
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 ライポくんからのお知らせ

水田転換田で野菜（ブロッコリー）を作付けする場合の排水対策

「
電
話
で
お
金
詐
欺
」

　
　
　
　

  

に
注
意
！

農業技術課副主任専門技術員　
伊藤  正

都会の楽しみを田舎の力にする

麻績村

～農業者からのメッセージ～

Ｏお
み

も

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ  

代
表  

久く

ぼ

た
保
田 

芳よ
し
な
が永

さ
ん（
61
歳
）

農業体験をする園児たち

信州の環境にやさしい農産物の認証を受けたもち麦

　
大
学
を
卒
業
し
て
、
地
元
機
械

メ
ー
カ
ー
へ
就
職
。
そ
の
後
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
な
が
ら
父
親

が
経
営
す
る
農
園
を
手
伝
っ
て
き

ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
で
図
面
を
引
い
た
り
、

設
計
し
た
り
す
る
の
も
楽
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
り
ん
ご
を
販
売
す

る
時
の
お
客
さ
ん
と
の
対
面
の
や

り
取
り
が
も
っ
と
楽
し
く
て
、
本

格
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
辞
め
、
農
大
で
１
年

間
学
び
、
上
田
市
の
農
園
で
さ
ら

に
１
年
里
親
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
就
農
し
、
現
在
は

３
㌶
の
園
地
に
ふ
じ
を
中
心
に
８

品
種
の
り
ん
ご
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
作
業
の
効
率
化

を
考
え
、
高
密
植
へ
の
改
植
を
進

め
て
い
ま
す
。
多
い
と
き
は
１
年

で
１
０
０
０
本
位
を
改
植
し
て
い

て
、
下
垂
誘
引
は
大
変
で
す
が
、

そ
の
代
わ
り
他
の
作
業
の
効
率
が

上
が
り
楽
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
農

薬
散
布
は
時
短
、
薬
剤
の
散
布
ム

ラ
も
な
く
使
用
量
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
受
光
態

勢
が
良
く
品
質
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
現
在
高
密
植
は
半
分
ほ
ど
で
す

が
、
今
後
は
改
植
も
し
な
が
ら
面

積
も
増
や
す
計
画
で
、
ふ
じ
の
贈

答
用
を
中
心
に
固
定
客
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お客さんに喜んでほしくて

東御市

信
州
東
御 

飯
島
り
ん
ご
園

飯い
い
じ
ま嶋 

明あ
き
お生

さ
ん（
44
歳
）高密植の前で

根気のいる摘果作業

地下水位は
50cmより低い

水田機能を
維持しない

作土層は
20cm以上ある

耕盤層の厚さ
20cm未満

下層の土性は
粘土が少ない

礫は
無い・少ない 多い巨礫有り

敷き詰め

厚さ20cm
以上で強固

水田機能
を維持

通常の心土破砕
暗渠・礫除去

強力な心土破砕
（カットブレーカー

等） 暗渠・穿孔暗渠

平高うねマルチ
地表面排水
（額縁明渠等）

深耕・有機物
施用・客土

（10cm未満）

強力な心土破砕
（カットブレーカー等）
平高うねマルチ

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO NO

NO

NO

NO

スタート

図２ 水田転換畑のブロッコリー栽培における排水対策
 フロー図（2021年、野菜花き試験場）

図１ 排水不良な水田転換畑の特徴と類型化（2021年、野菜花き試験場）

【類型化される４パターンを判別するための手順】
１. 表層から50cm深程度まで土壌断面を掘る
２. ①作土層の厚さ ②耕盤層のち密度・厚さ ③礫の有無 ④下層の状態を調査し、

以下のとおり類型化する。

作土層の厚さが20cm程度、耕盤層が20cm程度と薄く
（作土層＋耕盤層＝40cm程度）、ち密度は山中式21程度
で下層に石礫は少なく地下水位は高くない

作土層の厚さが20cm程度であり、耕盤層が20cm以上
と厚く（作土層＋耕盤層＝50cm程度）、ち密度は山中式
21以上で下層に石礫があり地下水位は高くない

作土層の厚さが20cm程度、耕盤以下はち密で人為的に
石礫が敷き詰めてある、または岩盤がある

作土層の厚さが20cm未満、地下水位が50cmより浅く
出現する耕盤以下は粘土質または礫がある

A B C D A B C D

タイプA

タイプD

タイプC

タイプB

タイプ～DA

水田機能を維持する 水田機能を維持しない

平高うねマルチ栽培 サブソイラー等
通常の心土破機

強力な心土破砕機
カットブレーカー等

暗渠の設置 穿孔暗渠機
カットドレーン

A
タイプ

B
タイプ

C
タイプ

D
タイプ
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NOSA Iからのお知らせ

乗用ブームスプレーヤ

果樹高所作業台車

乗用草刈機

《追加機種》

　

近
年
、
異
常
気
象
が
原
因

と
み
ら
れ
る
園
芸
用
ハ
ウ
ス

の
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、

災
害
に
備
え
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、

県
内
の
戸
数
加
入
率
が
70
％

を
超
え
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
の
補
償
内
容
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
設
定
が
可
能
で
す
。
ま
ず

は
見
積
も
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の	

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
機
具
の
損
害
に
対
す
る
修
理
・
復
旧
費
用
を
補
償
す
る
農

機
具
損
害
共
済
で
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
対
象
機
種
が
乗
用
ト
ラ

ク
タ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
、
普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン
、
自

脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
、
乗
用
田
植
機
の
５
種
類
で
し
た
。

　
近
年
の
果
樹
栽
培
管
理
で
は
、
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
や
、
昨
年
の
経
営
継
続
補
助
金
の
活
用

に
よ
り
、
乗
用
草
刈
機
、
果
樹
高
所
作
業
台
車
が
急
激
に
普
及

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
穀
類
栽
培
管
理
で
は
、
温
暖
化
に
よ
り
病
害
虫
や
帰

化
雑
草
の
発
生
に
伴
う
防
除
と
し
て
乗
用
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ

も
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
組
合
員
よ
り
農
機
具
損
害
共
済
へ

の
機
種
追
加
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
３
機
種
を
令
和
４
年
４

月
よ
り
追
加
し
ま
し
た
。

　
農
機
具
は
農
家
の
大
切
な
財
産
で
す
。
思
わ
ぬ
事
故
に
よ
っ

て
、
修
理
代
金
が
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も

し
も
の
事
故
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
補
償
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各

支
所
の
建
物
農
機
具
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
率
が

70
％
を
超
え
ま
し
た
！

園芸施設共済「収入保険」と
「ナラシ対策」のお話

加
入
対
象
機
種
が

増
え
ま
し
た
!!

農機具損害共済

本体設置経過年数 対象となる
損害額

補償割合
（2割は特約

にて追加）
共済価額

（時価額）
共済金額

（補償額） 掛　金

１年未満

１万円以上 10割
（8割＋2割）

793,815 793,815 13,625

５年以上６年未満 645,990 645,990 11,088

10年以上 498,165 498,165   8,551

■本体と被覆材の補償
◎掛金例（金額：円）	 設置面積：162㎡（5.4ｍ×30ｍ）、被覆期間：12ヵ月、加入期間：１年
	 被覆材：農PO 0.15mm（新品）スプリング留めの場合

※別途、事務費賦課金をいただきます。 ※詳しい掛金等は、現地にて計測後お知らせいたします。

収入保険は、
①大きい被害でも守れる！
②すべての農産物が対象！
③個別の保険設計と補償！

突風被害（R4.3）

大雪被害（R4.2）

●収入減少を補てん ●収入減少を補てん

「ナラシ対策」 「収入保険」

●認定農業者等を対象 ●青色申告者を対象

●県の標準的な収入から
　金額を設定

●個別の確定申告実績から
　基準収入を設定

●その年の県の平均収入で
　比較する

●その年の確定申告実績で
　比較する

●足切りはなく、
　10％か20％の補てん限度

★僅
わず

かな収入減少から対応し
　一定額までの補償。
★県域で発動が決まる。

●10％の足切りがあり、
　80％以上の補てん限度

★ある程度の収入減少から
　発動し、大きな補償。
★個別の事案で発動する。

ポイント!

　
収
入
保
険
と
は
別
に
、
国
が
実
施
す
る
類
似
制
度
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
国
費
の
二
重

払
い
を
防
ぐ
た
め
、
※
こ
れ
ら
と
収
入
保
険
を
同
時
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
昨

年
は
需
給
が
大
き
く
影
響
し
、「
米
価
下
落
」
が
全
国
で
起
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
収
入
保
険
」と「
ナ
ラ
シ
対
策
」
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
に
あ
た
り
、
両
制
度
の

特
長
を
比
較
し
て
い
き
ま
す
。

※
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
同
時
利
用
の
一
部
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご相談はお近くのNOSAI各支所へ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
ナラシ対策10％コース

ナラシ対策20％コース

収入保険

「ナラシ対策」平均的な収入に対する想定被害率（％）

実
質
の
補
て
ん
金
額

（
加
入
者
負
担
を
除
外
し
た
グ
ロ
ス
値
）

■想定被害率に対する補てんのイメージ
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原
村
の
小
林
隆
一
さ
ん（
36
）は
地
区
で
若
手

の
農
業
者
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
実
家
の
農

業
を
手
伝
っ
て
き
た
隆
一
さ
ん
は
、
23
歳
の
時

に
就
農
し
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大
。
現
在
は
ハ

ウ
ス
栽
培
、
露
地
栽
培
を
合
わ
せ
て
、
お
よ
そ

６
㌶
で
セ
ル
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
稲
も
約
２
㌶
栽
培
し
て
お
り
、
お

米
を
収
穫
し
た
後
の
稲
わ
ら
を
畝
間
に
敷
き
有

効
活
用
し
て
い
ま
す
。
セ
ル
リ
ー
は
全
量
Ｊ
Ａ

に
出
荷
し
、
作
業
が
忙
し
く
な
る
時
季
は
お
手

伝
い
さ
ん
に
も
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
み
ず

み
ず
し
い
セ
ル
リ
ー
を
収
穫
す
る
た
め
に
、
午

前
２
時
に
は
起
床
し
、
畑
で
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。「
朝
は
早
い
で
す
が
、
起
き
ら
れ
な
く
な

る
の
で
、
昼
寝
は
し
ま
せ
ん
」
と
笑
っ
て
話
す

隆
一
さ
ん
。

　
お
す
す
め
の
食
べ
方
に
つ
い
て
は
、「
セ
ル
リ

ー
の
葉
っ
ぱ
は
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

天
ぷ
ら
に
す
る
と
美
味
し
い
で
す
よ
」と
。

　
ま
た
、
セ
ル
リ
ー
は
株
を
整
え
る
た
め
芽
か

き
の
作
業
を
し
ま
す
。
普
通
な
ら
捨
て
て
し
ま

う
芽
は
、
柔
ら
か
く
美
味
し
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
は
生
産
者
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
だ

そ
う
で
す
。

　
「
今
後
は
、法
人
化
も
視
野
に
入
れ
、ス
マ
ー

ト
農
業
等
を
す
す
め
、
良
い
意
味
で
楽ら

く

し
て
で

き
る
農
業
を
目
指
し
た
い
」
と
隆
一
さ
ん
は
将

来
へ
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ハーモニー
農業者とNOSAI職

員の

原村

小
こ ば や し

林 隆
りゅういち

一さん（36歳）

　　 智
と も み

美さん（36歳）

午前２時起きで
みずみずしいセルリーを収穫。
農業保険に加入して、
安心して経営しています。

ハウス内ですくすく育つ
セルリー

ビニールハウスの両脇から散水

家族そろって、葉摘み作業

NOSAIの
職員と会話する
小林さん

新任職員の紹介今年度12名の新たな仲間が増えました。よろしくお願いいたします。
［質問］行ってみたいところは？

長 野 県 農 業 共 済 組 合

人事異動退職者

上
伊
那
支
所

上
小
支
所

上
小
支
所

佐
久
支
所

松
塩
筑
支
所

松
塩
筑
支
所

中
信
地
域
家
畜
診
療
所

上
伊
那
支
所

北
信
支
所

北
信
支
所

北
ア
ル
プ
ス
支
所

安
曇
野
支
所

　
伊
那
市
内
を
飲
み
歩

き
た
い
で
す
。
あ
と
は
、

家
族
旅
行
。
子
ど
も
を

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。

　
国
内
外
を
問
わ
ず
旅

行
が
好
き
な
の
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
や
国
に

行
き
た
い
で
す
。
次
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
て

み
た
い
で
す
。

　
行
っ
た
こ
と
の
な
い

土
地
へ
旅
行
に
行
き
た

い
こ
と
と
、
延
期
に
な

っ
て
い
る
同
窓
会
を
し

て
仲
間
た
ち
と
集
ま
る

こ
と
で
す
。

　
走
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
長
野
マ
ラ
ソ
ン

や
松
本
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
た
い
で
す
。

　
数
年
会
え
て
い
な
い

学
生
時
代
の
友
人
と
思

い
出
の
場
所
を
巡
っ
た

り
、
近
況
報
告
を
し
な

が
ら
お
酒
を
飲
み
た
い

で
す
。

　
家
族
で
旅
行
に
行
き
、

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
り
、

美
味
し
い
も
の
を
堪
能

し
た
い
で
す
。

　
温
泉
旅
行
。

　
海
が
見
え
る
と
こ
ろ

へ
家
族
で
旅
行
に
行
き

た
い
で
す
。

　
旅
行
に
行
き
た
い
で

す
。
電
車
で
温
泉
を
巡

っ
て
み
た
い
で
す
。

　
史
跡
・
観
光
地
巡
り

を
し
た
い
で
す
。
県
外

の
お
城
や
博
物
館
を
巡

っ
た
り
、
観
光
地
で
買

い
物
や
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
た
い
で
す
。

 

水
族
館
に
行
く
こ
と

が
好
き
な
の
で
、
沖
縄

な
ど
今
ま
で
行
っ
た
こ

と
の
な
い
水
族
館
に
も

足
を
運
び
た
い
で
す
。

　
ラ
イ
ブ
や
音
楽
フ
ェ

ス
に
行
く
こ
と
で
す
。

あ
の
熱
気
を
感
じ
な
が

ら
、
大
き
な
声
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
応
援
し
た

い
で
す
。

和
田 

悠
一

（
箕
輪
町
）

西
澤 

健
登

（
長
野
市
）

稲
田 

優

（
上
田
市
）

志
摩 

幸
ノ
輔

（
佐
久
市
）

葛
山 

文
香

（
松
本
市
）

藤
澤 

明
彦

（
伊
那
市
）

獣
医
師

加
藤 

大
樹

（
岐
阜
県
）

北
澤 

昭
吾

（
駒
ヶ
根
市
）

滝
澤 

元
一
郎

（
長
野
市
）

小
林 

美
咲

（
長
野
市
）

丸
山 

正
人

（
長
野
市
）

塚
田 

耕
平

（
長
野
市
）

令和4年4月1日付令和4年3月31日付　（　）内は前職　※は再雇用・嘱託職員

本
所

頓
所
　
　
勇	

（
参
事
）

工
藤
　
和
則	

※（
監
査
室
長
）

平
岩
　
則
之	

※（
事
業
部
長
）

白
井
　
睦
雄	

※（
専
門
幹
）

和
田
　
光
子	

（
係
長
）

佐
久
支
所

栁
澤
冨
士
夫	

（
支
所
長
）

齊
藤
　
教
夫	

（
次
長
）

髙
橋
　
義
浩	

（
係
長
）

駒
村
　
啓
一	

（
主
事
）

上
小
支
所

岩
下
　
　
勇	

（
次
長
）

原
　
　
　
亨	

（
主
事
）

諏
訪
支
所

花
岡
　
和
徳	

（
主
事
）

上
伊
那
支
所

荒
木
　
初
男	

※（
支
所
長
）

鎌
倉
　
正
和	

※（
次
長
）

下
伊
那
支
所

冨
永
　
久
夫	

※（
支
所
長
）

小
坂
　
孝
紀	

※（
次
長
）

塩
澤
　
一
友	

※（
支
所
長
補
佐
）

木
曽
支
所

長
渡
　
一
典	

（
支
所
長
補
佐
）

松
塩
筑
支
所

蜜
澤
　
早
紀	

（
主
事
）

北
ア
ル
プ
ス
支
所

三
澤
　
谷
夫	

（
支
所
長
補
佐
）

北
信
支
所

増
田
　
善
行	

（
支
所
長
）

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

岩
下
　
政
克	

※（
診
療
所
長
）

中
津
　
清
隆	

※（
所
長
補
佐
）

加
藤
　
郁
人	

（
主
査
）

北
信
地
域
家
畜
診
療
所

西
村
　
　
亨	

（
診
療
所
長
）

本
所

北
村
　
純
夫	

（
参
事
）

太
田
　
公
一	

（
総
務
部
長
）

宮
澤
　
哲
弘	

（
事
業
部
長
）

田
中
　
一
夫	

（
総
務
経
理
課
長
）

久
保
　
賢
一	

（
収
穫
共
済
課
長
）

小
林
　
和
輝	

（
資
産
共
済
課
長
）

逸
見
　
忠
志	

（
収
入
保
険
課
長
）

久
保
田
純
正	

（
監
査
室
長
）

佐
久
支
所
・
東
信
地
域
家
畜
診
療
所

齊
藤
　
英
喜	

（
支
所
長
兼
診
療
所
長
）

諏
訪
支
所

笹
谷
　
英
樹	

（
支
所
長
）

上
伊
那
支
所

佐
々
木
　
徹	

（
支
所
長
）

下
伊
那
支
所

佐
々
木
健
児	

（
支
所
長
）

安
曇
野
支
所

堀
　
　
寿
彦	

（
支
所
長
）

北
ア
ル
プ
ス
支
所

上
條
　
克
之	

（
支
所
長
）

北
信
支
所

植
田
　
雅
夫	

（
支
所
長
）

更
埴
出
張
所

上
原
　
　
剛	

（
出
張
所
長
）

北
信
地
域
家
畜
診
療
所

榊
原
　
太
郎	

（
所
長
）

（　）は出身地
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県
道
１
号
線
を
天
竜
川
渓
谷
沿
い
に
走
る
と
、

天
竜
川
と
遠
山
川
が
合
流
す
る
場
所
に
絶
景
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の「
羽
衣
崎
」が
望
め
ま
す
。

　
平
岡
ダ
ム
に
よ
っ
て
天
竜
川
の
急
流
が
せ
き

止
め
ら
れ
、
急
流
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

渓
谷
は
ダ
ム
湖
と
な
り
、
穏
や
か
な
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
の
水
面
に
新
緑
の
緑
や
赤
や
黄
色

に
染
ま
る
紅
葉
な
ど
周
囲
の
風
景
が
映
し
出
さ

れ
、
絵
画
の
中
に
い
る
か
の
よ
う
な
世
界
が
広

が
り
ま
す
。

　
県
道
１
号
線
に
架
か
る
羽
衣
崎
橋
か
ら
は
大

自
然
の
中
を
駆
け
抜
け
る
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を
撮
影

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
見
頃
は
11
月
上
旬
の
晴
れ
た
風
の
少
な
い
日

が
お
す
す
め
で
す
。

　
「
も
う
一
度
、
あ
の
パ
ン
が
食
べ
た
い
な
あ
、
と
い
う

声
に
後
押
し
さ
れ
ま
し
た
」と
語
る
店
長
の
天
利
さ
ん
。

　
台
風
19
号
に
よ
る
浸
水
被
害
の
あ
と
、
自
宅
を
改
修

し
店
舗
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
。
今
年
の
５
月
で
１
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。『
地
元
の
パ
ン
屋
さ
ん
』と
し
て
愛
さ

れ
る
お
店
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
40
種
類
ほ
ど
の
パ
ン
を
取
り

そ
ろ
え
ま
す
。一
番
人
気
は
、『
タ
マ
ゴ
サ
ラ
ダ
サ
ン
ド
』。

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
で
す
。

　
天
利
さ
ん
宅
で
は
、
り
ん
ご
や
桃
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
果
物
を
自
家
生
産
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
使
っ
た
『
り
ん
ご
の
カ
ス
タ
ー
ド
デ
ニ
ッ
シ

ュ
』
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
も
「
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
地
元
に
あ
る
醸
造
所
の
味
噌
を
使
用
し
た

『
味
噌
チ
キ
ン
サ
ン
ド
』
も
オ
ス
ス
メ
だ
そ
う
で
す
。

　
「
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

安
く
て
美
味
し
い
、
焼
き
立
て
に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
を
、

ぜ
ひ
お
腹
い
っ
ぱ
い
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平岡駅

羽衣崎橋

天龍村役場

浄心滝

平岡ダム

平岡発電所

龍泉閣

秋葉神社

大蛇ミニパーク

満島神社

天龍小

天龍中

天
竜
川

遠
山
川

羽衣崎

418
1

飯
田
線

■	当選者発表
	 正解者754通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係 行

63円切
手をお
貼りく
ださい

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□
	 Q2 □□□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入
ください。
※あなたの願いごとは

何ですか。

（うら面）

佐久穂町	 石野　典子さん
佐 久 市 	角田　　明さん
佐 久 市 	小林　弥生さん
小 諸 市 	美斉津あき子さん
立 科 町 	大角　貞夫さん
上 田 市 	増田　紀雄さん
上 田 市 	清水　初美さん
上 田 市 	石河　真澄さん
長 和 町 	丸山　　舞さん
青 木 村 	長沢　信子さん
千 曲 市 	山崎　良一さん
千 曲 市 	若林　　正さん
坂 城 町 	中島　照代さん
伊 那 市 	城倉　幹夫さん
駒ヶ根市	 北村　滋子さん
岡 谷 市 	山田　敦子さん
富士見町	 植松　俊平さん
飯 田 市 	山澤恵美子さん
飯 田 市 	松尾みゆきさん
阿 南 町 	南島美和子さん

■応募方法
記入例（ハガキで応募してください）

■	前号の答え

個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、広報紙への当選者
発表、読者の声の掲載のために
ご記入いただくもので、それ以
外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をし
たりすることは一切ありません。
●ご応募に際しては、個人情報
の提供に同意した上でご応募く
ださい。●賞品または抽選や当
選に関するご質問は受け付けて
おりません。

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

答え 
Q1 □□
Q2 □□□□

◆締め切りは、令和4年8月26日（金）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様
に図書カード（1,000円分）を進呈します。

●クイズの正解者は秋号の紙面にて発表します。

クイズは２問
あります。
文字を組み合
わせて言葉を
完成させてく
ださい。

天
竜
川 

羽
衣
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
龍
村
）

木 曽 町 	出口　治朗さん
松 本 市 	栁澤　和子さん
松 本 市 	堀　　鈴子さん
松 本 市 	上村　治郎さん
塩 尻 市 	上野　　猛さん
山 形 村 	大池　成子さん
安曇野市	 池上　勝三さん
生 坂 村 	腰原　哲郎さん
筑 北 村 	庄司　真実さん
大 町 市 	伊藤　敏子さん
松 川 村 	茅野みつるさん
中 野 市 	町田　　茂さん
飯 山 市 	大熊　一郎さん
長 野 市 	小宮山恵美子さん
長 野 市 	松本　　昇さん
長 野 市 	田口ゆみ子さん
長 野 市 	小林　順子さん
小布施町	 岩井　和子さん
信 濃 町 	藤田　佳子さん
飯 綱 町 	佐藤　隆衛さん

■SHOP DATA
TEL／026-296-5431
住所／長野市赤沼86-1
営業日／水曜・土曜・日曜
営業時間／10:00～16:00
　　　　　（売り切れ次第終了）
駐車場／あり

Q1 Q2大 関 確 定 申 告

き
ゅ
う
り
は
水
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

野菜ソムリエプロ・フードスタイリング＆
フォトグラファー
綿貫 みどり

愛知県出身。13年前信州
に移り住み、信州野菜の
美味しさに感動したこと
がきっかけで、食に関す
る資格をいくつか取得。
料理や写真を通して、「畑
から食卓までを笑顔でつ
なぐ」をモットーに日々
活動しております。

簡単★きゅうりの冷製スープ
　
夏
野
菜
の
代
表
選
手「
き
ゅ
う
り
」。
そ
の

成
分
の
う
ち
95
％
が
水
分
で
す
が
、
実
は
低

カ
ロ
リ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
カ
リ
ウ
ム
。
利
尿
作
用
や
む
く
み

解
消
、
高
血
圧
の
予
防
に
も
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
し
て
お
な
じ
み
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

日
焼
け
を
防
い
だ
り
、
病
気
な
ど
に
対
す
る

抵
抗
力
を
強
め
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
き
ゅ

う
り
の
栄
養
を
丸
ご
と
と
れ
る
冷
製
ス
ー
プ

で
、
こ
の
暑
い
夏
を
上
手
に
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
！★材料★（2人分）

きゅうり...........................２本
玉ねぎ............................1/4個
水...................................100cc
牛乳または豆乳..........100cc
オリーブオイル......大さじ１
レモン汁..................大さじ１
コンソメ（顆粒）.....小さじ１
にんにく（チューブ）......少々
塩........................................少々
黒こしょう.......................少々

★作り方★
①	玉ねぎは薄切りにして電子レンジ600Wで
１分加熱したら冷ましておく。きゅうりは
２～３cm幅に切り、１片だけみじん切りに
して残しておく（トッピングに使います）。

②	ミキサーに黒こしょう以外の材料をすべて
入れて撹拌する。

③	器に盛りつけ、トッピングに残しておいた
きゅうりを盛りつけ、黒こしょうを振りか
けてできあがり。

（作りたてをいただくのがおすすめです!）

長野市
ベーカリー
ホッペパン

天
あ ま り

利 若
わ か ば

葉さん
（50歳）

どのパンも
ボリューム
満点！

店長の天利さん

お店外観

紅葉に染まる羽衣崎

新緑の羽衣崎橋

■お問い合わせ先
　天龍村地域振興課 
　TEL.0260-32-1023
■交通アクセス
　三遠南信自動車道 天竜峡I.C.から約30分
　JR飯田線 平岡駅から約3km

お店のインスタ
はこちら
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このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2022年7月8日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

編集後記
　応募された方々はクイズの解答のみならず、切手やハガ
キに工夫を凝らしていらっしゃいます。私も手書きの手紙
で誰かと交流したいとは思うのですが、まだまだ経験不足
なようです。	 （Ｍ）
　「行ってみたいところ」に国内、海外とたくさんの夢をい
ただきました。時節柄、なかなか遠出できませんが、早く
終息して、皆さんの夢が叶いますように…。	 （Ｍ）

読 者 の み な さ ん か ら
●	

北
海
道
で
す
！
特
に
魚
介
類
は
新
鮮

で
お
い
し
い
！
北
海
道
で
食
べ
た
イ

ク
ラ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
温
泉
も

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
。

	
	

立
科
町 

Ｍ
さ
ん

●	

今
は
亡
き
娘
が
伊
那
で
教
員
を
し
て

い
た
頃
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
言

っ
て
い
た
の
に
行
け
ず
じ
ま
い
だ
っ

た
「
高
遠
の
さ
く
ら
」
を
見
に
行
き

た
い
で
す
。	

佐
久
穂
町 

Ｓ
さ
ん

●	

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
。
ム
リ
だ
と
思
う
の

で
、
国
内
の
天
空
の
城
め
ぐ
り
か
な
。

そ
の
前
に
ま
ず
小
布
施
牧
場
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
…
。	

上
田
市 

Ｔ
さ
ん

●	

中
国
南
部
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
軍
人
だ

っ
た
亡
き
父
が
行
っ
た
と
思
わ
れ
る

場
所
。
写
真
は
あ
り
ま
す
が
話
し
て

貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
度
訪
ね
て

祈
り
を
さ
さ
げ
た
い
で
す
。

	
	

上
田
市 

Ｋ
さ
ん

●	

勇
気
が
な
く
て
行
け
ま
せ
ん
が
、
一

度
エ
ス
テ
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

	
	

坂
城
町 

Ｎ
さ
ん

●	

京
都
！
ず
ー
っ
と
会
っ
て
い
な
い
息

子
夫
婦
・
孫
た
ち
に
会
い
に
行
き
た

い
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
で
し
ょ
う

ね
…
。	

岡
谷
市 
Ｙ
さ
ん

●	

30
数
年
前
に
勤
務
で
居
住
し
て
い
た

こ
と
の
あ
る
岩
手
県
三
陸
地
方
。
三

陸
鉄
道
も
全
区
間
開
通
し
た
こ
と
も

あ
り
、
も
う
一
度
旅
し
て
み
た
い
。

	
	

伊
那
市 

Ｓ
さ
ん

●	

安
曇
野
へ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
が
気
に
な
り

ま
し
た
。	

伊
那
市 

Ⅰ
さ
ん

●	

月
に
行
っ
て
、
道
具
を
使
わ
な
く
て

も
高
く
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
の
を
体
験

し
て
み
た
い
で
す
。	

高
森
町 

Ｓ
さ
ん

●	

両
国
国
技
館
に
行
っ
て
み
た
い
で
す

♪　
御
嶽
海
が
ん
ば
れ
！
応
援
し
て

い
ま
す
☆	

南
木
曽
町 

Ｓ
さ
ん

●	

遠
く
て
な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
仲
間

と
大
勢
で
飲
み
に
行
き
た
い
。
以
前

か
ら
の
行
き
つ
け
の
店
が
い
い
。

	
	

松
本
市 

Ｎ
さ
ん

●	

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
…
。
山
野
草

が
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
る
よ
う
な
心

休
ま
る
所
か
な
、
今
は
。

	
	

大
町
市 

Ｔ
さ
ん

●	

友
達
８
人
の
日
帰
り
旅
行
の
当
番
に

な
っ
て
２
年
た
ち
ま
す
が
、
私
で
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収

ま
り
海
の
方
に
で
も
計
画
立
て
た
い

で
す
。	

長
野
市 

Ｋ
さ
ん

●	

北
信
に
住
ん
で
い
る
の
で
南
信
。
昼

神
温
泉
。
天
竜
舟
下
り
。
木
曽
。
中

山
道
な
ど
歩
い
て
み
た
い
。

	
	

飯
綱
町 

Ｎ
さ
ん

●	

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
今
は
桜
満
開

見
な
が
ら
、
露
天
風
呂
に
ら
く
ら
く

入
れ
る
所
に
行
き
た
い
（
雪
の
カ
ベ

が
苦
し
い
）。	

飯
山
市 

Ｓ
さ
ん

NOSAI長野
公式ホームページ

行
き
た
い
場
所
は

ど
こ
で
す
か
。

６
月
９
日
㈭
よ
り
左
記
の
住
所
に
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。

　
北
信
支
所  

更
埴
出
張
所

　
〒
３
８
９-
０
８
０
４  

千
曲
市
大
字
戸
倉
２
３
８
８

　
千
曲
市
役
所
旧
戸
倉
庁
舎
（
１
階
）

　
電　
話　
０
２
６
－
２
１
４
－
３
２
５
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
－
２
１
４
－
３
２
３
６

　
電
話
番
号
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
従
来
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
長
野
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
の

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
、
試
験
の
日
時
・
場
所
等
は
８
月
１
日
か
ら
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
受
験
希
望
の
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

北
信
支
所
更
埴
出
張
所
移
転
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
４
月
採
用
職
員
の
募
集
の

お
知
ら
せ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

収
入
保
険
の
情
報
や

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

情
報
発
信
中
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戸倉上山田中

上山田
病院

戸倉小
し
な
の
鉄
道

上山田
文化会館

大正橋

万葉橋

戸倉上山田
温泉

千
曲
川

戸
倉
駅

大正橋

戸倉上山田
温泉入口

佐良志奈
神社

戸倉

女沢橋

498

77

55

旧事務所

新事務所

スマホから
お友達追加


